
(57)【要約】

【課題】開放上面を床面に開口させて床に埋設されたＵ

字状溝本体の底部に排水が流れるようにした排水溝構造

において，排水中の異物を排水溝内にスムーズに流入，

落下させ得るようにして衛生的であり，また必要に応じ

溝本体の開放上面を広く開放可能として，専用ブラシを

要することなく溝内の清掃を容易に且つ的確に行なえる

ようにし，清掃状況の目視による確認も容易にする。

【解決手段】スリット状開口Ｓを相互間に残して溝本体

Ｍの開放上面Ｏを互いに協働して閉じるための左，右可

動蓋片Ｔ，Ｔが，溝本体Ｍの左，右側壁部２，３に所定

の閉じ位置Ｔｓと開き位置Ｔｏとの間を移動操作し得る

よう設けられ，その左，右可動蓋片Ｔ，Ｔは，それらが

閉じ位置Ｔｓにあるときにはスリット状開口Ｓ付きの溝

蓋として機能し，また開き位置Ｔｏにあるときにはスリ

ット状開口Ｓよりも幅広く溝本体Ｍの開放上面Ｏを開放

する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 水 溝 （ Ｇ ） を 形 成 す る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体 （ Ｍ ） が ， そ の 開 放 上 面 （ Ｏ ） を 床 面 （ ｆ
） に 開 口 さ せ て 床 （ Ｆ ） に 埋 設 さ れ ， 該 溝 本 体 （ Ｍ ） の 底 部 に 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 排 水 が
流 れ る よ う に し た 排 水 溝 構 造 に お い て ，
溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） を 相 互 間 に 残 し て 溝 本 体 （ Ｍ ） の 開 放 上
面 （ Ｏ ） を 互 い に 協 働 し て 閉 じ る た め の 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） を 備 え ，
前 記 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） は 溝 本 体 （ Ｍ ） の 左 ， 右 側 壁 部 （ ２ ， ３ ） に ， そ の 各 可 動
蓋 片 （ Ｔ ） が そ れ ぞ れ 所 定 の 閉 じ 位 置 （ Ｔ ｓ ） と 開 き 位 置 （ Ｔ ｏ ） と の 間 を 移 動 操 作 し 得
る よ う に 設 け ら れ て お り ，
そ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） は ， そ れ ら が 前 記 閉 じ 位 置 （ Ｔ ｓ ） に あ る と き に は 上 面 が
床 面 （ ｆ ） と 略 面 一 と な っ て 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） 付 き の 溝 蓋 と し て 機 能 し ， ま た 前
記 開 き 位 置 （ Ｔ ｏ ） に あ る と き に は 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） よ り も 幅 広 く 溝 本 体 （ Ｍ ）
の 開 放 上 面 （ Ｏ ） を 開 放 す る こ と を 特 徴 と す る ， 排 水 溝 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
排 水 溝 （ Ｇ ） を 形 成 す る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体 （ Ｍ ） が ， そ の 開 放 上 面 （ Ｏ ） を 床 面 （ ｆ
） に 開 口 さ せ て 床 （ Ｆ ） に 埋 設 さ れ ， 該 溝 本 体 （ Ｍ ） の 底 部 に 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 排 水 が
流 れ る よ う に し た 排 水 溝 構 造 に お い て ，
溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） を 相 互 間 に 残 し て 溝 本 体 （ Ｍ ） の 開 放 上
面 （ Ｏ ） を 互 い に 協 働 し て 閉 じ る た め の 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） を 備 え ，
前 記 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） は 溝 本 体 （ Ｍ ） の 左 ， 右 側 壁 部 （ ２ ， ３ ） に ， そ の 各 可 動
蓋 片 （ Ｔ ） が そ れ ぞ れ 所 定 の 閉 じ 位 置 （ Ｔ ｓ ） と 開 き 位 置 （ Ｔ ｏ ） と の 間 を 起 伏 回 動 操 作
し 得 る よ う に ヒ ン ジ 機 構 （ Ｈ ） を 介 し て 連 結 さ れ て お り ，
そ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 （ Ｔ ， Ｔ ） は ， そ れ ら が 前 記 閉 じ 位 置 （ Ｔ ｓ ） に あ る と き に は 上 面 が
床 面 （ ｆ ） と 略 面 一 と な っ て 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） 付 き の 溝 蓋 と し て 機 能 し ， ま た 前
記 開 き 位 置 （ Ｔ ｏ ） に あ る と き に は 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 （ Ｓ ） よ り も 幅 広 く 溝 本 体 （ Ｍ ）
の 開 放 上 面 （ Ｏ ） を 開 放 す る こ と を 特 徴 と す る ， 排 水 溝 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 各 可 動 蓋 片 （ Ｔ ） は 横 断 面 が 略 チ ャ ン ネ ル 状 に 形 成 さ れ ， そ の 各 可 動 蓋 片 （ Ｔ ） が 前
記 閉 じ 位 置 （ Ｔ ｓ ） に あ る と き に 該 可 動 蓋 片 （ Ｔ ） の 内 部 に ， 対 応 す る 前 記 ヒ ン ジ 機 構 （
Ｈ ） の 少 な く と も 一 部 が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 排 水 溝 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
各 可 動 蓋 片 （ Ｔ ） は ， 溝 長 手 方 向 に 互 い に 間 隔 を お い て 配 設 し た 複 数 の 前 記 ヒ ン ジ 機 構 （
Ｈ ） を 介 し て 溝 本 体 （ Ｍ ） の 対 応 す る 側 壁 部 （ ２ ， ３ ） に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ ， そ の 各 ヒ ン
ジ 機 構 （ Ｈ ） は ２ 本 の リ ン ク （ Ｌ １ ， Ｌ ２ ） を 有 し ， そ れ ら リ ン ク （ Ｌ １ ， Ｌ ２ ） の 各 一
端 は 各 可 動 蓋 片 （ Ｔ ） に 互 い に 異 な る 位 置 で 枢 軸 （ ８ ａ ， ８ ｂ ） を 介 し て そ れ ぞ れ 回 動 可
能 に 連 結 さ れ ， ま た そ れ ら リ ン ク （ Ｌ １ ， Ｌ ２ ） の 各 他 端 は ， 溝 本 体 （ Ｍ ） の 対 応 す る 側
壁 部 （ ２ ， ３ ） に そ れ ぞ れ 枢 軸 （ ９ ａ ， ９ ｂ ） を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る こ と を 特 徴
と す る ， 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 排 水 溝 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は ， 排 水 溝 を 形 成 す る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体 が ， そ の 開 放 上 面 を 床 面 に 開 口 さ せ て
床 に 埋 設 さ れ ， 該 溝 本 体 の 底 部 に 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 排 水 が 流 れ る よ う に し た 排 水 溝 構 造
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 ， 上 記 排 水 溝 形 成 体 と し て は ， 例 え ば ， 図 ５ に 例 示 し た よ う に 溝 本 体 Ｍ ′ を ， 円 筒 状
の 本 体 部 と ， そ の 本 体 部 の 上 端 に 一 体 に 立 設 さ れ 該 本 体 部 内 と 直 接 連 通 し た 幅 狭 の ス リ ッ
ト 状 水 導 入 部 Ｗ と よ り 構 成 す る と 共 に ， そ の 水 導 入 部 Ｗ の 上 端 を 床 面 に 常 時 開 口 さ せ る よ
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う に し て 蓋 板 を 省 略 し ， そ の 水 導 入 部 Ｗ の 開 口 か ら 溝 本 体 Ｍ ′ 内 に 床 面 上 の 排 水 を 導 入 す
る よ う に し た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 従 来 構 造 の よ う に 床 面 に ス リ ッ ト 状 の 水 導 入 部 Ｗ を 常 時 開 口 さ せ る も の で は ， そ の 水
導 入 部 Ｗ の 開 口 幅 に 制 約 が あ り ， 即 ち ， そ の 幅 は ， 厨 房 や 食 品 工 場 等 で 使 用 さ れ る ワ ゴ ン
の 車 輪 幅 や 歩 行 者 の 安 全 （ 躓 き 防 止 ） を 考 慮 し て ば ２ ０ ｍ ｍ 程 度 以 下 に 制 限 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の 排 水 溝 構 造 で は ， 排 水 と 一 緒 に 床 を 伝 っ て 排 水 溝 内 に 侵 入 し よ う と す る 異 物 を
ス リ ッ ト 状 の 水 導 入 部 Ｗ か ら 溝 内 に ス ム ー ズ に 流 入 ， 落 下 さ せ る こ と が で き る た め ， 格 子
状 の 蓋 で Ｕ 字 状 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 覆 う よ う な 排 水 溝 構 造 と 比 べ て ， 異 物 の 引 っ 掛 か り が
少 な く ， 衛 生 的 で あ る 等 の 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ の 反 面 ， 上 記 従 来 構 造 で は ， 床 面 に 常 時 開 口 す る 上 記 水 導 入 部 Ｗ の 幅 が 比 較 的 狭 い た め
， 専 用 ブ ラ シ で な け れ ば 清 掃 が 行 え な い 上 ， 専 用 ブ ラ シ を 使 用 し て も 清 掃 が し に く く ， ま
た 清 掃 状 況 の 目 視 に よ る 確 認 作 業 が 行 な い づ ら い 問 題 が あ る 。 ま た ， 幅 狭 の 水 導 入 部 Ｗ に
は 手 が 入 ら な い た め ， 排 水 溝 内 に 落 と し 物 を し た 場 合 に そ れ を 枡 部 分 ま で 移 動 さ せ て 拾 わ
な け れ ば な ら な い 等 の 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は ， 上 記 に 鑑 み 提 案 さ れ た も の で ， 従 来 構 造 の 利 点 を 生 か し な が ら ， 上 記 問 題 を 簡
単 な 構 成 で 解 決 で き る よ う に し た 排 水 溝 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め に ， 請 求 項 １ の 発 明 は ， 排 水 溝 を 形 成 す る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体
が ， そ の 開 放 上 面 を 床 面 に 開 口 さ せ て 床 に 埋 設 さ れ ， 該 溝 本 体 の 底 部 に 溝 長 手 方 向 に 沿 っ
て 排 水 が 流 れ る よ う に し た 排 水 溝 構 造 に お い て ， 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る ス リ ッ ト 状 開
口 を 相 互 間 に 残 し て 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 互 い に 協 働 し て 閉 じ る た め の 左 ， 右 可 動 蓋 片 を 備
え ， 前 記 左 ， 右 可 動 蓋 片 は 溝 本 体 の 左 ， 右 側 壁 部 に ， そ の 各 可 動 蓋 片 が そ れ ぞ れ 所 定 の 閉
じ 位 置 と 開 き 位 置 と の 間 を 移 動 操 作 し 得 る よ う に 設 け ら れ て お り ， そ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 は
， そ れ ら が 前 記 閉 じ 位 置 に あ る と き に は 上 面 が 床 面 と 略 面 一 と な っ て 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口
付 き の 溝 蓋 と し て 機 能 し ， ま た 前 記 開 き 位 置 に あ る と き に は 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 よ り も 幅
広 く 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 開 放 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 請 求 項 ２ の 発 明 は ， 排 水 溝 を 形 成 す る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体 が ， そ の 開 放 上 面 を 床 面
に 開 口 さ せ て 床 に 埋 設 さ れ ， 該 溝 本 体 の 底 部 に 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 排 水 が 流 れ る よ う に し
た 排 水 溝 構 造 に お い て ， 溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る ス リ ッ ト 状 開 口 を 相 互 間 に 残 し て 溝 本
体 の 開 放 上 面 を 互 い に 協 働 し て 閉 じ る た め の 左 ， 右 可 動 蓋 片 を 備 え ， 前 記 左 ， 右 可 動 蓋 片
は 溝 本 体 の 左 ， 右 側 壁 部 に ， そ の 各 可 動 蓋 片 が そ れ ぞ れ 所 定 の 閉 じ 位 置 と 開 き 位 置 と の 間
を 起 伏 回 動 操 作 し 得 る よ う に ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 連 結 さ れ て お り ， そ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 は
， そ れ ら が 前 記 閉 じ 位 置 に あ る と き に は 上 面 が 床 面 と 略 面 一 と な っ て 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口
付 き の 溝 蓋 と し て 機 能 し ， ま た 前 記 開 き 位 置 に あ る と き に は 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 よ り も 幅
広 く 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 開 放 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 請 求 項 １ ， ２ の 特 徴 に よ れ ば ， 排 水 と 一 緒 に 床 を 伝 っ て 排 水 溝 内 に 向 か う 異 物 を ， 閉
じ 位 置 に あ る 左 ， 右 可 動 蓋 片 の 相 互 間 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 状 開 口 か ら 排 水 溝 内 に ス ム ー
ズ に 流 入 ， 落 下 さ せ る こ と が で き ， 異 物 の 引 っ 掛 か り 易 い 格 子 状 の 蓋 は 不 要 と な り ， 衛 生
的 で あ る 。 ま た 左 右 の 可 動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 移 動 さ せ れ ば ， 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 広 く 開 放
で き る か ら ， 専 用 ブ ラ シ を 必 要 と す る こ と な く 溝 内 の 清 掃 を 容 易 に 且 つ 的 確 に 行 な う こ と
が で き ， ま た 清 掃 状 況 の 目 視 に よ る 確 認 作 業 も 難 な く 行 な う こ と が で き る 。 ま た 左 右 の 可
動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 移 動 さ せ る こ と で 溝 内 に 手 が 入 り 易 く な る た め ， 排 水 溝 内 に 落 と し 物
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を し た 場 合 で も 容 易 に 拾 う こ と が で き る 。 ま た 溝 蓋 を ， 左 ， 右 可 動 蓋 片 に 分 割 構 成 し た こ
と で ， 個 々 の 可 動 蓋 片 を 極 力 小 型 軽 量 化 で き ， そ れ ら の 取 扱 い 操 作 が 簡 便 と な る 。 ま た 特
に 請 求 項 ２ の 特 徴 に よ れ ば ， 各 可 動 蓋 片 が 溝 本 体 の 左 ， 右 側 壁 部 に そ れ ぞ れ 回 動 可 能 に ヒ
ン ジ 連 結 さ れ る こ と か ら ， 各 可 動 蓋 片 を よ り ス ム ー ズ 且 つ 軽 快 に 開 閉 操 作 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 請 求 項 ３ の 発 明 は ， 請 求 項 ２ の 上 記 特 徴 に 加 え て ， 前 記 各 可 動 蓋 片 は 横 断 面 が 略 チ ャ
ン ネ ル 状 に 形 成 さ れ ， そ の 各 可 動 蓋 片 が 前 記 閉 じ 位 置 に あ る と き に 該 可 動 蓋 片 の 内 部 に ，
対 応 す る 前 記 ヒ ン ジ 機 構 の 少 な く と も 一 部 が 格 納 さ れ る こ と を 特 徴 と し ， こ の 請 求 項 ３ の
特 徴 に よ れ ば ， 各 可 動 蓋 片 の 開 閉 動 作 を 案 内 す る ヒ ン ジ 機 構 を 各 可 動 蓋 片 の 内 部 に 体 裁 よ
く 収 納 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 請 求 項 ４ の 発 明 は ， 請 求 項 ２ 又 は ３ の 上 記 特 徴 に 加 え て ， 各 可 動 蓋 片 は ， 溝 長 手 方 向
に 互 い に 間 隔 を お い て 配 設 し た 複 数 の 前 記 ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 溝 本 体 の 対 応 す る 側 壁 部 に
そ れ ぞ れ 連 結 さ れ ， そ の 各 ヒ ン ジ 機 構 は ２ 本 の リ ン ク を 有 し ， そ れ ら リ ン ク の 各 一 端 は 各
可 動 蓋 片 に 互 い に 異 な る 位 置 で 枢 軸 を 介 し て そ れ ぞ れ 回 動 可 能 に 連 結 さ れ ， ま た そ れ ら リ
ン ク の 各 他 端 は ， 溝 本 体 の 対 応 す る 側 壁 部 に そ れ ぞ れ 枢 軸 を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る
こ と を 特 徴 と し ， こ の 特 徴 に よ れ ば ， ２ 本 の リ ン ク の 長 さ や 枢 軸 の 位 置 の 適 宜 設 定 に よ り
， 例 え ば 閉 じ 位 置 に あ る 可 動 蓋 片 の 上 面 部 が ， 開 き 位 置 で は 溝 本 体 の 開 口 縁 よ り も 外 側 に
偏 位 す る よ う に 可 動 蓋 片 を 効 率 よ く （ 即 ち リ ン ク 回 動 角 の 割 に 可 動 蓋 片 を 大 き く ） 開 き 動
作 さ せ る こ と が で き ， 可 動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 保 持 し た 状 態 で 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 一 層 広 範
囲 に 開 放 可 能 と し て 溝 内 の 清 掃 作 業 等 を よ り 行 な い 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を ， 添 付 図 面 に 例 示 し た 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い て 以 下 に 具 体 的 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
添 付 図 面 に お い て ， 図 １ ～ 図 ４ は ， 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す も の で あ っ て ， 図 １ は 全 体 斜
視 図 ， 図 ２ は 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図 ， 図 ３ は ， 図 ２ の ３ 矢 視 部 拡 大 断 面 図 ， 図 ４ は ， 可 動
蓋 片 の 開 閉 過 程 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
先 ず ， 図 １ ～ ３ に お い て ， 床 ス ラ ブ 等 の 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト Ｃ を 打 設
さ れ て 形 成 さ れ る 床 Ｆ に は ， 排 水 溝 形 成 体 Ａ が 埋 設 さ れ て お り ， こ の 排 水 溝 形 成 体 Ａ に よ
り ， 床 面 ｆ を 伝 っ て 流 れ る 排 水 を 内 部 に 導 入 さ せ て 外 部 に 排 出 す る た め の 排 水 溝 Ｇ が 形 成
さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 排 水 溝 形 成 体 Ａ は ， 横 断 面 円 弧 状 の 底 板 １ と そ の 底 板 １ の 左 ， 右 両 側 よ り そ れ ぞ れ 一
体 に 起 立 し た 左 ， 右 側 板 ２ ， ３ と を 有 し て 床 Ｆ に 埋 設 さ れ る 横 断 面 Ｕ 字 状 の 溝 本 体 Ｍ と ，
溝 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 び る ス リ ッ ト 状 開 口 Ｓ を 相 互 間 に 残 し て 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ を 互
い に 協 働 し て 閉 じ る た め の 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ と を 備 え て お り ， そ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ
， Ｔ 及 び 溝 本 体 Ｍ は ， 図 示 例 で は 防 錆 処 理 を 施 さ れ た 金 属 材 料 製 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ は ， 溝 長 手 方 向 に 所 定 の 長 さ （ 例 え ば １ ５ ０ ０ ミ リ ） に 形 成 さ
れ ， こ れ よ り も 溝 本 体 Ｍ が 長 い 場 合 に は ， そ の 全 長 に 応 じ て 適 宜 長 さ の 複 数 の 可 動 蓋 片 Ｔ
… が 溝 長 手 方 向 に 縦 列 配 置 さ れ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
溝 本 体 Ｍ の 底 部 ， 即 ち 底 板 １ に は 溝 Ｇ の 長 手 方 向 一 方 側 か ら 他 方 側 に 下 り 勾 配 が 付 さ れ て
お り ， 該 溝 Ｇ の 長 手 方 向 一 方 側 か ら 他 方 側 に 排 水 が 流 れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
溝 本 体 Ｍ の 開 口 部 上 端 ， 即 ち 左 ， 右 側 板 ２ ， ３ の 上 端 に は ， 外 向 き の Ｌ 字 状 フ ラ ン ジ ２ ａ
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， ３ ａ が 一 体 に 連 設 さ れ ， 該 フ ラ ン ジ ２ ａ ， ３ ａ の 上 面 は 床 面 ｆ と 面 一 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 溝 本 体 Ｍ の 左 ， 右 外 側 面 ， 即 ち 左 ， 右 側 板 ２ ， ３ の 外 面 に は ， そ の 長 手 方 向 に 間 隔 を
お い て 各 々 複 数 の 取 付 枠 ２ ｂ ， ３ ｂ が 互 い に 間 隔 を お い て 固 定 さ れ る 。 そ し て ， 溝 本 体 Ｍ
は ， 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に コ ン ク リ ー ト Ｃ が 打 設 さ れ る 前 の 状 態 に お い て ， 前 記 取 付 枠 ２ ｂ ，
３ ｂ に 高 さ 調 節 可 能 に 連 結 さ れ 且 つ 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に 立 設 さ れ る 左 右 各 複 数 対 の 支 持 脚 ４
に よ り ， 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に 任 意 高 さ に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
左 ， 右 の 各 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ は ， 溝 本 体 Ｍ の 左 ， 右 内 側 面 （ 即 ち 左 ， 右 側 板 ２ ， ３ の 開 放 上
面 Ｏ 寄 り の 内 側 面 ） に ， そ の 各 可 動 蓋 片 Ｔ が そ れ ぞ れ 所 定 の 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ と 開 き 位 置 Ｔ ｏ
と の 間 を そ れ ぞ れ 起 伏 回 動 操 作 し 得 る よ う に ヒ ン ジ 機 構 Ｈ を 介 し て 連 結 ， 支 持 さ れ る 。 尚
， 前 記 ヒ ン ジ 機 構 Ｈ は ， １ 個 の 可 動 蓋 片 Ｔ に つ き ， 溝 長 手 方 向 に 間 隔 を お い て 複 数 ず つ 配
設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
左 ， 右 の 各 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ は ， そ れ ら が 前 記 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き に は 上 面 が 床 面 ｆ と
略 面 一 と な っ て 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 Ｓ 付 き の 溝 蓋 と し て 機 能 し ， ま た 前 記 開 き 位 置 Ｔ ｏ に
あ る と き に は 該 ス リ ッ ト 状 開 口 Ｓ よ り も 幅 広 く 広 範 囲 に 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ を 開 放 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 左 ， 右 の 各 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ は ， 各 々 矩 形 平 板 状 の 表 板 部 ５ 及 び 裏 板 部 ６ と ， そ の 両 板
部 ５ ， ６ の 先 端 間 を 一 体 に 接 続 す る 先 板 部 ７ と か ら 横 断 面 が 略 チ ャ ン ネ ル 状 に 形 成 さ れ て
お り ， 各 々 の 可 動 蓋 片 Ｔ の 内 部 に ， 該 可 動 蓋 片 Ｔ が 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き に 複 数 の ヒ ン
ジ 機 構 Ｈ の 大 部 分 が 体 裁 よ く 格 納 ， 隠 蔽 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 表 板 部 ５ は ， 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き に 床 面 ｆ と 略 面 一 と な っ て 床 面
ｆ の 一 部 を 構 成 し ， こ の と き ， そ の 基 端 ５ ｓ が 溝 本 体 Ｍ の 開 口 縁 （ 即 ち 対 応 す る 側 板 ２ の
上 端 ） に 当 接 す る 。 ま た そ の 表 板 部 ５ は ， 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 開 き 位 置 Ｔ ｏ に あ る と き に 溝 本
体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ よ り も 外 側 で 略 鉛 直 に 起 立 し ， こ の と き ， そ の 基 端 ５ ｓ が 前 記 フ ラ ン ジ
２ ａ 又 は 床 面 ｆ に 当 接 す る こ と で ， 該 可 動 蓋 片 Ｔ の 起 立 姿 勢 （ 開 き 位 置 Ｔ ｏ ） が 保 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 前 記 裏 板 部 ６ は ， 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き に 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ の
中 央 に 向 か っ て 上 向 き に 傾 斜 し ， ま た 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 開 き 位 置 Ｔ ｏ に あ る と き に 該 開 放 上
面 Ｏ の 中 央 に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 す る 。 そ の 裏 板 部 ６ の 基 端 に は ， 該 裏 板 部 ６ の 主 要 部
と 角 度 を な し て ス ト ッ パ 部 ６ ｓ が 一 体 に 形 成 さ れ ， こ の ス ト ッ パ 部 ６ ｓ は ， 各 可 動 蓋 片 Ｔ
が 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き に 溝 本 体 Ｍ の 対 応 す る 側 板 ２ の 内 側 面 に 係 合 し て 各 可 動 蓋 片 Ｔ
を 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
さ ら に 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ の 前 記 先 板 部 ７ は ， 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る と き
に 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ の 中 央 位 置 で 相 対 向 し て 相 互 間 に 前 記 ス リ ッ ト 状 開 口 Ｓ を 形 成 し
， ま た 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 開 き 位 置 Ｔ ｏ に あ る と き に 各 可 動 蓋 片 Ｔ の 最 頂 部 で 略 水 平 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 前 記 ヒ ン ジ 機 構 Ｈ の 構 造 を 説 明 す る 。 各 ヒ ン ジ 機 構 Ｈ は ， 可 動 蓋 片 Ｔ の 内 壁 に 固 着 さ
れ た 第 １ ヒ ン ジ ブ ラ ケ ッ ト Ｂ １ と ， 溝 本 体 Ｍ の 対 応 す る 側 板 ２ の 内 側 面 上 部 に 固 着 さ れ た
第 ２ ヒ ン ジ ブ ラ ケ ッ ト Ｂ ２ と ， そ の 両 ヒ ン ジ ブ ラ ケ ッ ト Ｂ １ ， Ｂ ２ 間 に 介 装 さ れ る ２ 本 の
リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ と を 備 え て い る 。 そ れ ら リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ の 各 一 端 は 各 可 動 蓋 片 Ｔ 側 の
第 １ ヒ ン ジ ブ ラ ケ ッ ト Ｂ １ に 互 い に 異 な る 位 置 で 枢 軸 ８ ａ ， ８ ｂ を 介 し て そ れ ぞ れ 回 動 可
能 に 連 結 さ れ ， ま た そ れ ら リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ の 各 他 端 は ， 溝 本 体 Ｍ 側 の 第 ２ ヒ ン ジ ブ ラ ケ
ッ ト Ｂ ２ に 互 い に 異 な る 位 置 で 枢 軸 ９ ａ ， ９ ｂ を 介 し て 回 動 可 能 に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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次 に 前 記 実 施 例 の 作 用 を 説 明 す る 。 排 水 溝 付 き の 床 Ｆ を 施 工 す る に 当 た っ て は ， 先 ず ， コ
ン ク リ ー ト Ｃ が 打 設 さ れ る 前 の 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に 溝 本 体 Ｍ を 支 持 脚 ４ を 介 し て 所 定 レ ベ ル
に 支 持 し ， そ の 際 の レ ベ ル 設 定 は ， 溝 本 体 Ｍ の 上 端 が 床 面 ｆ の 設 定 高 さ と 一 致 す る よ う に
な さ れ る 。 次 い で ， 床 ベ ー ス Ｓ Ｂ 上 に コ ン ク リ ー ト Ｃ を 打 設 し て 床 Ｆ を 施 工 し ， こ れ と 同
時 に 溝 本 体 Ｍ が 該 床 Ｆ に 一 体 的 に 埋 設 さ れ ， そ の 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ が 床 面 ｆ に 開 口 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に し て 床 Ｆ に 溝 本 体 Ｍ の 断 面 形 状 に 対 応 し た Ｕ 字 状 の 排 水 溝 Ｇ が 形 成 さ れ ， そ の
開 放 上 面 Ｏ は ， 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ に よ り ， 溝 長 手 方 向 に 沿 う ス リ ッ ト
状 開 口 Ｓ を 残 し て 覆 わ れ る 。 こ の 場 合 ， 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ の 上 面 （ 表
板 部 ５ の 上 面 ） は ， 床 面 ｆ と 略 面 一 と な っ て ， 床 面 ｆ の 一 部 を 構 成 す る の で ， 歩 行 者 が 躓
い た り ワ ゴ ン の 車 輪 が 引 っ 掛 か る 心 配 は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
而 し て 排 水 と 一 緒 に 床 面 ｆ を 伝 っ て 排 水 溝 Ｇ 内 に 向 か う 食 品 屑 や 残 菜 等 の 異 物 を ， 閉 じ 位
置 Ｔ ｓ の 左 ， 右 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ 間 の ス リ ッ ト 状 開 口 Ｓ か ら 溝 本 体 Ｍ 内 に ス ム ー ズ に 流 入 ，
落 下 さ せ る こ と が で き る た め ， 異 物 の 引 っ 掛 か り 易 い 格 子 状 の 蓋 は 不 要 と な り ， 衛 生 的 で
あ る 。 ま た 左 右 の 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ を 開 き 位 置 Ｔ ｏ に 起 立 回 動 さ せ れ ば ， 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上
面 Ｏ を 幅 広 く 広 範 囲 に 開 放 で き る か ら ， 専 用 ブ ラ シ を 必 要 と す る こ と な く 溝 内 の 清 掃 を 容
易 に 且 つ 的 確 に 行 な う こ と が で き ， ま た 清 掃 状 況 の 目 視 に よ る 確 認 作 業 も 難 な く 行 な い 得
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 左 右 の 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ を 開 き 位 置 Ｔ ｏ に 回 動 さ せ る こ と で 溝 内 に 手 が 入 り 易 く な る た
め ， 溝 内 に 落 と し 物 を し た 場 合 で も こ れ を 容 易 に 拾 う こ と が で き る 。 さ ら に 溝 蓋 を 左 ， 右
の 可 動 蓋 片 Ｔ ， Ｔ よ り 分 割 構 成 し た こ と で ， 個 々 の 可 動 蓋 片 Ｔ の 形 状 ， 構 造 を 極 力 小 型 ，
軽 量 化 で き ， そ れ ら の 取 扱 い 操 作 が 簡 便 と な る 。 ま た 図 示 例 の よ う に 各 可 動 蓋 片 Ｔ が 溝 本
体 Ｍ の 左 ， 右 側 板 ２ ， ３ に そ れ ぞ れ 回 動 可 能 に ヒ ン ジ 連 結 す る こ と で ， 個 々 の 可 動 蓋 片 Ｔ
を よ り ス ム ー ズ 且 つ 軽 快 に 開 閉 操 作 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 各 可 動 蓋 片 Ｔ を 開 閉 回 動 可 能 に 支 持 す る ヒ ン ジ 機 構 Ｈ は ， ２ 本 の リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ を
有 し て い て ， そ れ ら リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ の 各 一 端 は 各 可 動 蓋 片 Ｔ に 互 い に 異 な る 位 置 で 枢 軸
８ ａ ， ８ ｂ を 介 し て ピ ボ ッ ト 連 結 さ れ ， ま た そ れ ら リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ の 各 他 端 は ， 溝 本 体
Ｍ の 対 応 す る 側 板 ２ ， ３ に そ れ ぞ れ 枢 軸 ９ ａ ， ９ ｂ を 介 し て ピ ボ ッ ト 連 結 さ れ る た め ， そ
の ２ 本 の リ ン ク Ｌ １ ， Ｌ ２ の 長 さ や 枢 軸 ８ ａ ， ８ ｂ ， ９ ａ ， ９ ｂ の 位 置 の 適 宜 設 定 す る こ
と に よ り ， 例 え ば 図 示 例 の 如 く ， 閉 じ 位 置 Ｔ ｓ に あ る 可 動 蓋 片 Ｔ の 上 面 部 （ 表 板 部 ５ ） が
， 開 き 位 置 Ｔ ｏ で は 溝 本 体 Ｍ の 開 口 縁 よ り も 外 側 に 偏 位 す る よ う に 可 動 蓋 片 Ｔ を 効 率 よ く
（ 即 ち リ ン ク 回 動 角 の 割 に 可 動 蓋 片 Ｔ を せ り 上 が り な が ら 溝 開 口 の 外 方 に 大 き く 開 く よ う
に ） 回 動 さ せ る こ と が 可 能 で あ り ， し か も そ の 回 動 の 際 の 可 動 蓋 片 Ｔ （ 表 板 部 ５ の 基 端 ５
ｓ ） と 溝 開 口 縁 と の 相 互 干 渉 を 無 理 な く 回 避 す る こ と が 可 能 で あ る 。 か く し て ， 可 動 蓋 片
Ｔ を 開 き 位 置 Ｔ ｏ に 保 持 し た 状 態 で 溝 本 体 Ｍ の 開 放 上 面 Ｏ を 一 層 ， 広 範 囲 に 開 放 可 能 と し
， 溝 内 の 清 掃 作 業 等 を よ り 行 な い 易 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 ， 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 述 し た が ， 本 発 明 は 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で な く ， 種 々
の 小 設 計 変 更 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
例 え ば ， 前 記 実 施 例 で は ， ヒ ン ジ 機 構 Ｈ と し て ４ つ の 枢 軸 ８ ａ ， ８ ｂ ， ９ ａ ， ９ ｂ を 有 す
る ２ 本 リ ン ク 式 の ヒ ン ジ 機 構 （ 四 節 回 転 連 鎖 機 構 ） と し た も の を 示 し た が ， 本 発 明 で は ，
１ 本 リ ン ク 式 の ヒ ン ジ 機 構 と し て も よ く ， ま た リ ン ク を 省 略 し て 可 動 蓋 片 Ｔ を 溝 本 体 Ｍ に
枢 軸 を 介 し て 直 接 に ピ ボ ッ ト 連 結 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 前 記 実 施 例 で は ， 可 動 蓋 片 Ｔ 及 び 溝 本 体 Ｍ を そ れ ぞ れ 金 属 製 と し た が ， 本 発 明 で は ，
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可 動 蓋 片 Ｔ 及 び 溝 本 体 Ｍ の 少 な く と も 一 つ を 金 属 以 外 の ， 合 成 樹 脂 そ の 他 の 材 料 で 形 成 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば ， 排 水 と 一 緒 に 床 を 伝 っ て 排 水 溝 内 に 向 か う 異 物 を ， 閉 じ 位
置 に あ る 左 ， 右 可 動 蓋 片 の 相 互 間 に 形 成 さ れ た ス リ ッ ト 状 開 口 か ら 排 水 溝 内 に ス ム ー ズ に
流 入 ， 落 下 さ せ る こ と が で き る の で ， 異 物 の 引 っ 掛 か り 易 い 格 子 状 の 蓋 は 不 要 と な り ， 衛
生 的 で あ る 。 ま た 左 右 の 可 動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 移 動 さ せ れ ば ， 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 広 く 開
放 で き る か ら ， 専 用 ブ ラ シ を 必 要 と す る こ と な く 溝 内 の 清 掃 を 容 易 に 且 つ 的 確 に 行 な う こ
と が で き ， ま た 清 掃 状 況 の 目 視 に よ る 確 認 作 業 も 難 な く 行 な う こ と が で き ， 全 体 と し て 作
業 能 率 の 向 上 に 大 い に 寄 与 す る こ と が で き る 。 ま た 左 右 の 可 動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 移 動 さ せ
る こ と で ， 溝 内 に 手 が 入 り 易 く な る か ら ， 排 水 溝 内 に 落 と し 物 を し た 場 合 で も ， 容 易 に 拾
う こ と が で き る 。 さ ら に 溝 蓋 を ， 左 ， 右 可 動 蓋 片 に 分 割 構 成 し た こ と で ， 個 々 の 可 動 蓋 片
を 極 力 小 型 軽 量 化 で き ， そ れ ら の 取 扱 い 操 作 が 簡 便 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 特 に 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば ， 各 可 動 蓋 片 が ヒ ン ジ 機 構 を 介 し て 溝 本 体 の 左 ， 右 側 壁
部 に 回 動 可 能 に ヒ ン ジ 連 結 さ れ る た め ， 各 可 動 蓋 片 を よ り ス ム ー ズ 且 つ 軽 快 に 開 閉 操 作 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 特 に 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば ， 各 可 動 蓋 片 の 開 閉 動 作 を 案 内 す る ヒ ン ジ 機 構 を 各 可 動
蓋 片 の 内 部 に 体 裁 よ く 収 納 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 特 に 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば ， ２ 本 の リ ン ク の 長 さ や 枢 軸 の 位 置 の 適 宜 設 定 に よ り ，
例 え ば 閉 じ 位 置 に あ る 可 動 蓋 片 の 上 面 部 が ， 開 き 位 置 で は 溝 本 体 の 開 口 縁 よ り も 外 側 に 偏
位 す る よ う に 可 動 蓋 片 を 効 率 よ く 開 き 動 作 さ せ る こ と が で き ， 可 動 蓋 片 を 開 き 位 置 に 保 持
し た 状 態 で 溝 本 体 の 開 放 上 面 を 一 層 広 範 囲 に 開 放 可 能 と し て 溝 内 の 清 掃 作 業 等 を よ り 行 な
い 易 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 全 体 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ の ２ － ２ 線 断 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ の ３ 矢 視 部 拡 大 断 面 図
【 図 ４ 】 可 動 蓋 片 の 開 閉 過 程 を 示 す 説 明 図
【 図 ５ 】 従 来 例 を 示 す 図 ２ 対 応 図
【 符 号 の 説 明 】
Ｆ ・ ・ ・ 床
ｆ ・ ・ ・ 床 面
Ｇ ・ ・ ・ 排 水 溝
Ｈ ・ ・ ・ ヒ ン ジ 機 構
Ｌ １ ， Ｌ ２ ・ ・ ・ リ ン ク
Ｍ ・ ・ ・ 溝 本 体
Ｏ ・ ・ ・ 開 放 上 面
Ｓ ・ ・ ・ ス リ ッ ト 状 開 口
Ｔ ・ ・ ・ 可 動 蓋 片
Ｔ ｏ ・ ・ 開 き 位 置
Ｔ ｓ ・ ・ 閉 じ 位 置
２ ・ ・ ・ 左 側 板 （ 側 壁 部 ）
３ ・ ・ ・ 右 側 板 （ 側 壁 部 ）
８ ａ ， ８ ｂ ・ ・ 枢 軸
９ ａ ， ９ ｂ ・ ・ 枢 軸
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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